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２
６
５
２
万
円
を
追
加

一
般
会
計
補
正
予
算

　

第
２
回
定
例
会
は
６
月
20

日
に
招
集
さ
れ
、
29
日
ま
で
の

10
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
選
挙
立

会
人
等
の
報
酬
額
に
係
る
条

例
の
一
部
改
正
等
３
件
、
予

算
で
は
一
般
会
計
・
国
保
事

業
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業

会
計
の
補
正
予
算
が
そ
れ
ぞ

れ
上
程
さ
れ
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
陳
情
２
件
を
審

議
し
採
択
。
う
ち
、
１
件
の

意
見
書
が
提
出
さ
れ
可
決
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
非
核
・
平
和
宣
言

の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書
」

の
採
択
に
伴
い
、「
非
核
・
平

和
都
市
宣
言
に
関
す
る
決
議
」

が
議
員
発
議
と
し
て
提
出
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
議
員
５
名

が
10
項
目
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

　

第
２
回
定
例
会
は
６
月
20

日
に
招
集
さ
れ
、
29
日
ま
で

の
10
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
選
挙
立

会
人
等
の
報
酬
額
に
係
る
条

例
の
一
部
改
正
等
３
件
、
予

算
で
は
一
般
会
計
・
国
保
事

業
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業

会
計
の
補
正
予
算
が
そ
れ
ぞ

れ
上
程
さ
れ
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
陳
情
２
件
を
審

議
し
採
択
。
う
ち
、
１
件
の

意
見
書
が
提
出
さ
れ
可
決
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
非
核
・
平
和
宣

言
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書
」

の
採
択
に
伴
い
、
「
非
核
・

平
和
都
市
宣
言
に
関
す
る
決

議
」
が
議
員
発
議
と
し
て
提

出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
議
員
５
名

が
10
項
目
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

一般質問に答弁する米満町長

傍聴風景

第2回
定例会

67
億
１
５
１
０
万
円

67
億
１
５
１
０
万
円
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　長寿社会づくりソフト事業助成金を財源

として，県内外に広く本町のイメージ発信

を行っている二渡地区イルミネーション事

業が概当事業として認められたものであり

ます。

旧スカラーの進入路新設

● 65万円● 100万円

星のさんぽ道イベントに助成

都市計画区域の見直しが必要な吉松地区

進入路新設予定

新しく購入された救命ボート老朽化したジェットシューター

　スカラーが撤退したことにより，空屋と

なっていた町有施設（農村定住促進工業団地）

を新たに新輝工業（研磨関係）が使用する

こととなったことから，従来の進入路が民

間施設（スカラー）との共有状態となって

いるため，独立した進入路（幅7.0ｍ）を新

設するものであります。

　林野火災等において威力を発揮する背負

い式消火器（ジェットシューター）が老朽

化したため，吉松地区６分団に２基ずつ新

しく購入するものであります。

災害救助用船舶免許取得補助金

● 42万円

ジェットシューター購入

● 37万円

　昨年の災害の教訓から各消防分団に少な

くとも１人の免許取得者を配置したいとし

て提案されたもので，14分団14人の免許取

得経費の　 相当額を助成するものでありま

す。
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　情操教育の一環として、栗野幼稚園に和

太鼓隊が結成され、指導者への謝金や太鼓・

ハッピなど購入費の助成であります。

ログキャンプ村に入浴施設

● 418万円● 48万円

和太鼓隊結成

　コテージ及び事務所のエアコン５台を更

新するものであります。

● 89万円

湯ったり館備品購入

　今まで７月～８月の期間限定での使用で

あったものを利用拡大を図る観点から年間

を通して宿泊できるよう、旅館業法に基づ

き入浴施設を設置するものであります。

　轟・栗野・吉松各小学校の金管バンドの

部員が増加したため、不足する楽器を購入

するものであります。

ヤノベケンジ展共同参画事業

● 50万円

金管楽器購入

● 94万円

　ヤノベケンジと住民が作品を共同制作す

ることにより、現代美術への関心を高める

ことを目的とするもので、鹿児島県と共に

参画するものであります。県大会で演奏する栗小金管バンド
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　従来生活保護世帯で人工透析を受ける人は、

生活保護法により支払われていたものが、

障害者自立支援法により支払われることに

改正されました。従来は、国が　、県が　

であったものが、国が　、県が　、町が　

になり、町の負担分が新たに発生したもの

です。

生徒大会等派遣補助金

● 37万円● 1303万円

障害者福祉費

　栗野中学校の卓球部と、吉松中学校のソ

フトテニス部が、全国大会等に出場するた

めの旅費を助成するものであります。

決

　

県
が
平
成
八
年
度
に
整
備
し
た
「
み
ど
り
の
回

廊
」
が
町
に
無
償
譲
渡
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
条
例

が
一
部
改
正
さ
れ
、
町
の
公
園
と
し
て
維
持
管
理

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

質
疑　

今
後
の
管
理
費
が
町
に
と
っ
て
負
担
増
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

こ
れ
ま
で
も
町
が
管
理
を
し
て
き
た
も
の

で
、
ト
イ
レ
・
浄
化
槽
等
の
経
費
が
年
間
10
万

円
程
度
か
か
り
ま
す
。

　

選
挙
等
の
経
費
に
関
す
る
国
の
法
律
が
改
正
さ

れ
た
た
め
、
町
の
条
例
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

〈
例
〉

選
挙
立
会
人

　

一
回
８
９
０
０
円　

↓　

８
８
０
０
円

投
票
立
会
人

　

一
回
１
０
８
０
０
円
↓
１
０
７
０
０
円

開
票
立
会
人

　

一
回
８
９
０
０
円　

↓　

８
８
０
０
円

　

歳
出
で
は
、
職
員
人
件
費
の
調
整

が
主
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

収
益
的
支
出

　

補
正
額　

35
万
５
千
円

　
　
　
　
　
　

←

　
　
　
　

計
２
億
９
４
１
万
円

資
本
的
支
出

　

補
正
額　

17
万
９
千
円

　
　
　
　
　
　

←

　
　
　
　

計
１
億
１
９
８
２
万
円

　

歳
出
で
は
、
老
人
保
健
医
療
費
拠

出
金
の
増
額
（
４
１
４
０
万
円
）
と
、

介
護
納
付
金
の
減
額
（
△
１
８
５
４

万
円
）
が
主
な
も
の
で
す
。

補
正
額　

２
４
３
３
万
円

　
　
　
　
　
　

←

　
　
　

計
15
億
１
５
４
９
万
円

　

こ
れ
ま
で
の
消
防
関
係
国
庫
補
助

金
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

霧
島
演
習
場
周
辺
消
防
施
設
設
置
事

業
（
防
衛
事
業
）
に
よ
り
般
若
寺
、

川
西
、
川
添
各
分
団
の
積
載
車
が
更

新
さ
れ
た
も
の
で
、
平
成
18
年
度
事

業
の
繰
越
分
で
あ
り
ま
す
。

「
み
ど
り
の
回
廊
」
無
償
譲
渡

こ
ん
な
こ
と
がま

り
ま
し
た

条 

例

選
挙
立
会
人
等
１
０
０
円
の
減
額

補
正 

予
算

水
道
事
業
会
計
（
第
１
号
）

国
民
健
康
保
健
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
）

般
若
寺
・
川
西
・
川
添
分
団
の
小
型
動

力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
を
購
入（
更
新
）

３
４

１
４

１
４

２
４

１
４

活躍する栗中卓球部

　望ましい農業構造の担い手確保・育成を

図るため，関係機関・団体による総合的な

推進体制を整備し，地域の担い手を明確に

しながら担い手の経営改善を支援するもの

であります。

● 32万円

担い手育成総合支援事業
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【
主
な
内
容
】

　

自
治
体
の
財
政
力
や
保
護

者
の
家
計
の
違
い
に
よ
っ
て
、

子
供
た
ち
が
受
け
る
「
教
育

水
準
」
に
格
差
が
あ
っ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
教
育

予
算
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
に
比

べ
て
脆
弱
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
教
育
予
算
を
国
全

体
と
し
て
し
っ
か
り
確
保
・

充
実
さ
せ
る
よ
う
格
段
の
配

慮
を
要
請
し
ま
す
。

● 

提
出
先

　

 

文
部
科
学
大
臣

　
　
　

伊
吹　

文
明　

殿

　

総
務
大
臣

　
　
　

管　
　

義
偉　

殿

　

財
務
大
臣

　
　
　

尾
身　

幸
次　

殿

　

我
が
国
は
、
戦
後
六
十
年
に
わ
た
っ
て
平

和
国
家
と
し
て
今
日
の
繁
栄
を
築
い
て
き
た
。

し
か
し
、
核
兵
器
の
存
在
は
依
然
と
し
て
人

類
の
脅
威
で
あ
る
。

　

核
戦
争
に
よ
る
人
類
絶
滅
の
危
機
か
ら
、

住
民
一
人
ひ
と
り
の
生
命
と
く
ら
し
を
守
り
、

現
在
及
び
将
来
の
国
民
の
た
め
に
、
世
界
恒

久
平
和
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
は
、
自
治

体
の
重
大
な
使
命
で
あ
る
。
そ
の
使
命
を
果

た
す
た
め
に
、
こ
こ
に
非
核
・
平
和
宣
言
を

行
い
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
私
た
ち
日
本
国
民

の
ゆ
る
ぎ
な
い
意
志
と
す
る
。

　

私
た
ち
は
、
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本

の
自
治
体
と
し
て
、
自
ら
が
定
め
た
非
核
・

平
和
宣
言
の
実
現
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も

互
い
に
手
を
携
え
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久

平
和
の
実
現
を
国
内
外
に
呼
び
か
け
る
と
と

も
に
、
そ
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
、
こ
こ
に
湧

水
町
を
「
非
核
・
平
和
都
市
」
と
す
る
こ
と

を
宣
言
す
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　

平
成
十
九
年
六
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　

鹿
児
島
県　

湧
水
町
議
会

教
育
予
算
確
保
に

　
　

関
す
る
意
見
書

非
核
・
平
和
都
市
宣
言
に
関
す
る
決
議

どうなった！

意

見

書

提

出

　　　　教育は未来への先行投資であり、子供たちがどこで生まれ育った

としても等しく良質な教育が受けられる必要があります。教育予算を国全

体として、しっかりと確保・充実させるために国の関係機関へ意見書の提

出をお願いします。

採 択 「教育予算確保に関する意見書」の採択を求める陳情書

陳情者　　川西1533-2　平谷　和文氏

　　　　地方自治体が，日本の国是である非核三原則を堅持するとともに，

核兵器の廃絶と軍縮を全世界に訴える「非核・平和宣言」を行うことは極

めて意義深いことであります。

　貴自治体の「非核・平和宣言」を議決し，採択することをお願いします。

採 択 「非核・平和宣言」の採択を求める陳情書

陳情者　　原水爆禁止姶良地区協議会　議長　堀　建司氏
　　　　　川西675番地　黒木昭正氏　

私
の
陳
情
書

趣　旨

趣　旨
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水
害
・
土
砂
災
害
の

　
　
　

起
き
や
す
い
時
期
を

迎
え
、
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成

状
況
と
配
布
時
期
を
伺
う
。

　
　
　

素
案
づ
く
り
に
着
手

　
　
　

し
ま
し
た
。
今
後
、

素
案
を
基
に
、
区
長
会
・
消

防
団
等
と
協
議
し
、
８
月
上

旬
に
は
、
配
布
す
る
予
定
で

す
。

　
　
　

同
僚
議
員
の
提
案
の

　
　
　

「
分
か
り
易
い
水
位

警
報
」
で
は
、
具
体
的
な
地

名
・
地
物
で
の
増
水
状
況
の

広
報
は
、
町
民
に
危
険
度
の

認
識
を
深
め
さ
せ
、
早
め
の

避
難
行
動
に
寄
与
す
る
。

　

迅
速
か
つ
円
滑
な
避
難
行

動
の
た
め
、
実
施
に
向
け
て

の
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

昨
年
、
桶
寄
川
の
水

　
　
　

門
柱
に
堤
防
の
上
ま

で
の
残
り
の
高
さ
が
判
る
標

示
を
設
置
し
た
の
で
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

　

川
内
川
に
つ
い
て
も
主
要

ポ
イ
ン
ト
を
設
定
し
、
標
示

設
置
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

町
内
の
各
病
院
の
送

　
　
　

迎
バ
ス
に
便
乗
で
き

れ
ば
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
が
図
ら
れ
、
更
に
、
児
童

生
徒
の
通
学
を
主
体
と
し
た

運
行
が
で
き
、
防
犯
対
策
に

寄
与
で
き
る
。

　

便
乗
を
医
師
会
へ
協
力
依

頼
す
る
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

　
　
　

事
故
時
の
責
任
の
所

　
　
　

在
が
難
し
い
こ
と
。

ま
た
、
病
院
が
増
え
、
医
療

費
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
の

で
協
力
依
頼
を
す
る
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

問
題
点
を
解
決
し
、

　
　
　

成
果
を
上
げ
て
い
る

自
治
体
が
あ
る
。

　

業
務
遂
行
に
お
い
て
広
く

情
報
を
収
集
し
、
本
町
の
特

質
に
立
脚
し
た
最
善
・
最
良

の
方
策
の
追
求
を
望
む
。

素
案
づ
く
り
に
着
手
、８
月
上
旬
に
配
布
予
定
で
す

防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
状
況
と
配
布
時
期
は

川田　耕哉 議員

町
長

町
長

町
長

川
田
川
田

川
田
川
田

川
田
川
田

川
田
川
田

ふ
る
さ
と
バ
ス
運
行「分かり易い水位警報」

早よ！避難せんと逃げ遅るっど。

あん婆ちゃんは足が悪かが声を

かけっ行こかい。

こちら防災、災害対策本部から水位警報：新

村茶屋三叉路で90センチ、栗野三叉路で60セ

ンチです。早めの避難をお願いします。

まこて降いもんじゃなあ！

一 般 質 問

ここが

聞きたい
！

ここが

聞きたい
！

ここが

聞きたい
！
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一 般 質 問

　
　
　

地
域
核
の
一
つ
で
あ

　
　
　

る
栗
野
駅
周
辺
の
整

備
が
着
々
と
計
画
通
り
に
進

ん
で
い
ま
す
が
、
吉
松
駅
周

辺
に
お
い
て
の
「
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

吉
松
町
商
工
会
時
代

　
　
　

作
成
さ
れ
た
「
ま
ち

づ
く
り
計
画
書
」
を
基
に
や

っ
て
い
く
考
え
で
す
。
計
画

は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
直
接

関
わ
る
地
域
の
方
々
の
意
見

が
大
事
で
す
。
徹
底
し
た
話

し
合
い
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　

具
体
的
に
そ
の
計
画

　
　
　

が
、
い
つ
頃
ま
で
に
、

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

吉
松
地
区
は
広
い
範

　
　
　

囲
で
都
市
計
画
区
域

が
張
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず

今
年
度
は
、
都
市
計
画
区
域

の
見
直
し
を
し
て
大
枠
を
決

め
て
い
き
た
い
。
次
の
段
階

と
し
て
用
途
地
域
指
定
と
な

り
ま
す
。

　
　
　

空
き
屋
の
活
用
と
し

　
　
　

て
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な

ど
の
具
体
的
な
対
策
は
な
い

か
。

　
　
　

吉
松
時
代
の
ま
ち
づ

　
　
　

く
り
計
画
の
中
で
も

あ
り
ま
す
が
、
個
人
で
は
で

き
る
の
で
し
ょ
う
が
、
大
き

く
動
か
し
て
い
く
の
は
行
政

で
す
。
地
域
住
民
と
、
ど
う

密
着
し
て
考
え
て
進
め
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

計画はこれからですが、地域の方 と々
　　　　　徹底した話し合いをしていきます。

吉松駅周辺の活性化について

町
長

町
長

境田　公明 議員

境
田
境
田

境
田
境
田

境
田
境
田

境
田
境
田

境
田
境
田

境
田
境
田

町
長

町
長

不
審
者
安
全
対
策

教
育
長

教
育
長

教
育
長

広い敷地が残る駅裏

　６月20日、21日議員５
名が、10項目について質
問しました。この内容は、
質問・答弁されたものを、
質問者自ら要約したもの
です。

　
　
　

不
審
者
対
策
に
つ
い

　
　
　

て
現
在
行
政
が
行
っ

て
い
る
安
全
対
策
の
具
体
策

を
伺
う
。

　
　
　

不
審
者
情
報
が
あ
っ

　
　
　

た
場
合
、
防
災
無
線

で
速
や
か
に
情
報
を
提
供
し
、

関
係
団
体
に
安
全
確
保
の
た

め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
協
力
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

児
童
生
徒
に
は
集

団
登
下
校
を
は
じ
め
、

防
犯
ブ
ザ
ー
の
携
帯
の
指
導
。

声
か
け
活
動
に
青
少
年
育
成

関
係
者
と
連
携
し
、
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
誰
で
も
青
パ

ト
に
よ
る
巡
回
が
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　

地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　

隊
結
成
の
呼
び
か
け

や
、
青
パ
ト
の
活
用
を
、
住

民
参
加
の
も
と
、
年
間
を
通

し
て
使
用
で
き
な
い
か
。

　
　
　

で
き
る
だ
け
年
間
を

　
　
　

通
し
て
運
転
し
た
い
。

今
後
は
町
長
部
局
と
相
談
し
、

今
以
上
に
活
用
し
て
い
き
ま

す
。

　
　
　

危
険
箇
所
の
対
策
と

　
　
　

し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

の
団
体
と
定
期
的
に
意
見
交

換
の
場
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
も
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
　

や
公
民
館
長
を
通
じ

て
危
険
箇
所
の
対
策
は
行
っ

て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
協

議
に
つ
い
て
も
、
今
後
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
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一 般 質 問

　
　
　

管
理
組
合
の
組
織
形

　
　
　

態
や
機
能
を
審
議
会
・

協
議
会
や
事
業
組
合
・
会
社

法
人
等
に
照
ら
し
た
解
釈
を

示
せ
。

　
　
　

町
長
等
の
諮
問
に
応

　
　
　

じ
て
建
議
等
を
行
う

審
議
会
と
は
違
い
、
管
理
組

合
は
管
理
委
託
契
約
に
基
づ

く
受
託
者
で
あ
り
、
ま
た
、

税
法
上
の
み
な
し
法
人
で
納

税
を
負
い
、
料
金
等
の
収
受

も
行
っ
て
お
り
、
経
営
責
任

を
有
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　
　
　

国
の
補
助
事
業
で
町

　
　
　

が
造
り
、
（
施
設
名

は
公
募
で
湯
っ
た
り
館
と
決

定
）
民
間
経
営
の
応
募
が
な

く
、
議
長
や
助
役
も
含
ん
だ

設
立
に
係
る
協
議
会
が
急
き

ょ
、
管
理
組
合
と
な
っ
た
。

経
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、

毎
年
約
６
２
０
万
円
の
委
託

料
と
事
務
局
は
当
時
の
経
済

課
が
政
策
的
統
括
管
理
で
運

営
保
証
、
条
例
の
定
め
で
契

約
、
組
合
長
は
森
林
組
合
長

で
開
業
の
事
実
が
あ
る
。
ま

た
、
み
な
し
法
人
と
は
国
の

税
源
拡
大
策
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
商

工
会
な
ど
非
営
利
団
体
で
あ

っ
て
も
自
己
財
源
確
保
で
生

じ
た
商
的
収
益
が
あ
れ
ば
税

対
象
法
人
（
１
０
０
０
万
円

売
上
以
上
）
と
し
た
も
の
で
、

経
営
法
人
を
指
す
も
の
で
は

な
い
。

　

湯
っ
た
り
館
は
林
業
維
持
・

温
泉
の
町
と
し
て
民
間
連
動
、

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
型
観

光
活
性
化
の
シ
ン
ボ
ル
で
雇

用
や
定
住
促
進
の
役
割
と
目

的
が
あ
る
は
ず
。
民
間
の
経

営
圧
迫
に
よ
る
た
だ
単
に
黒

字
目
的
は
本
末
転
倒
。
商
工

会
、
観
光
協
会
、
温
泉
組
合
、

物
産
館
、
郵
便
局
等
の
長
が

理
事
で
い
る
意
味
は
。

　
　
　

経
緯
は
詳
し
く
聞
い

　
　
　

て
い
な
い
し
、
分
り

ま
せ
ん
。
（
２
年
目
以
降
）

補
助
金
等
予
算
処
置
も
し
て

い
な
い
し
、
行
政
が
事
務
を

や
る
も
の
で
も
な
い
し
、
管

理
経
営
責
任
は
組
合
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

い
く
ら
の
赤
字
な
ら
、

　
　
　

１
０
０
０
万
円
な
ら

補
助
し
、
事
務
も
や
る
の
か
。

経
営
責
任
を
問
う
な
ら
委
託

契
約
料
を
明
確
に
も
ら
い
、

サ
ー
ビ
ス
改
善
の
経
営
投
資

が
で
き
た
。
初
年
度
６
２
０

万
円
赤
字
予
測
が
２
０
０
万

円
で
済
み
、
繰
越
し
で
運
営
、

機
動
性
発
揮
と
行
政
事
務
負

担
軽
減
の
た
め
自
主
事
務
に

努
力
し
、
町
一
体
的
経
営
管

理
を
行
い
、
審
議
会
等
よ
り

負
担
も
多
い
形
で
運
営
し
て

き
た
。
従
業
員
も
低
賃
金
で
、

苦
情
対
応
・
防
犯
・
防
災
・

食
品
衛
生
・
温
泉
衛
生
・
交

通
等
含
め
、
事
故
・
事
件
も

な
く
、
組
合
は
こ
の
二
年
、

会
議
日
当
も
返
上
、
費
用
弁

償
も
一
切
な
し
で
対
応
に
努

力
し
て
き
た
。
周
辺
類
似
施

設
と
比
べ
、
丸
投
げ
的
で
も

健
闘
し
て
き
た
。
評
価
に
値

す
る
。
努
力
不
足
だ
と
批
判

の
み
、
管
理
実
態
、
従
業
員

の
生
活
実
状
も
無
視
、
解
雇

し
、
一
方
で
は
定
住
や
雇
用

促
進
の
住
民
福
祉
を
唱
え
な

が
ら
、
18
年
４
月
以
降
、
契

約
（
指
定
管
理
者
）
に
関
す

る
管
理
組
合
と
の
協
議
も
、

要
請
等
に
も
一
切
答
え
て
き

て
い
な
い
事
実
は
？

　
　
　

組
織
名
や
公
印
が
不

　
　
　

明
確
で
対
応
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
組
合
長
も
苦

し
い
と
思
い
ま
す
が
、
町
長

は
そ
れ
以
上
苦
し
い
で
す
。

副
町
長
を
中
心
に
対
応
さ
せ

て
い
ま
す
。
議
会
等
に
説
明

で
き
る
資
料
が
提
出
さ
れ
れ

ば
、
内
容
を
精
査
し
対
応
す

る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

私
も
議
員
。
吉
松
町

　
　
　

商
工
会
長
と
し
て
も

再
開
業
や
経
緯
改
善
提
案
等

協
力
し
て
き
た
。
後
か
ら
公

印
の
問
題
等
持
ち
出
し
、
連

絡
な
し
で
協
議
拒
否
し
た
の

は
不
誠
実
か
つ
問
題
の
す
り

か
え
だ
。
充
て
職
の
出
身
母

体
の
長
も
替
わ
り
、
従
業
員

は
解
雇
さ
れ
、
管
理
組
合
の

組
織
や
機
能
は
失
わ
れ
て
い

る
。
取
引
先
未
払
い
含
め
、

町
が
主
体
的
に
当
時
の
管
理

組
合
と
協
議
、
解
決
を
図
る

べ
き
だ
。

町
の
責
任
も
あ
り
ま
す
。支
払
い
説
明
資
料
等
検
討
し
ま
す

湯
っ
た
り
館
管
理
組
合
関
連
課
題
の
解
決
図
れ

篠原三千人 議員

町
長

町
長

町
長

篠
原
篠
原

篠
原
篠
原

篠
原
篠
原

篠
原
篠
原
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霜
害
対
策
等
有
効
活
用
を
検
討
し
ま
す

栗
野
岳
周
辺
の
水
資
源
活
用
策
は

西牟田徹也 議員

町
長

町
長

町
長

西
牟
田

西
牟
田

西
牟
田

西
牟
田

西
牟
田

西
牟
田

西
牟
田

西
牟
田

西
牟
田

西
牟
田

町
有
地
の
活
用
策

に
つ
い
て

教
育
問
題
に
つ
い
て

教
育
長

西
牟
田

西
牟
田

教
育
長

　
　
　

栗
野
岳
上
流
の
豊
富

　
　
　

な
水
を
活
用
し
、
畑

か
ん
水
等
農
業
振
興
対
策
と

し
て
有
効
活
用
す
る
考
え
は

な
い
か
伺
う
。

　
　
　

畑
作
地
帯
の
作
物
体

　
　
　

系
は
野
菜
等
で
あ
り

ま
す
が
、
特
に
お
茶
が
主
で

あ
り
ま
す
。
現

在
、
栗
野
岳
水

源
利
用
開
発
検

討
委
員
会
等
で

内
部
検
討
を
い

た
し
て
い
ま
す
。

お
茶
の
霜
害
等

も
充
分
に
考
慮

し
な
が
ら
、
前

向
に
有
効
活
用

策
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　
　

水
利
権
が
発
生
す
る

　
　
　

が
、
水
利
組
合
と
の

協
議
の
考
え
は
ど
う
か
伺
う
。

　
　
　

長
い
歴
史
と
共
に
守

　
　
　

っ
て
き
た
大
事
な
水

で
あ
り
ま
す
。
事
業
の
検
討

と
合
わ
せ
て
、
導
入
の
協
議

を
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

我
が
町
が
独
自
に
誇

　
　
　

る
こ
と
の
で
き
る
広

大
な
町
有
地
、
高
原
リ
ゾ
ー

ト
ゴ
ル
フ
場
跡
地
の
開
発
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

伺
う
。

　
　
　

計
画
が
断
念
さ
れ
た

　
　
　

時
点
よ
り
、
様
々
な

形
態
の
業
者
か
ら
開
発
の
要

望
が
あ
り
ま
す
が
、
具
体
化

す
る
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
現
在
、
リ
ゾ
ー
ト
対
策

委
員
会
を
設
置
し
、
基
本
的

方
針
の
中
で
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　
　
　

産
業
の
活
性
化
や
雇

　
　
　

用
拡
大
に
つ
な
が
る

観
光
拠
点
と
な
る
よ
う
な
開

発
は
考
え
ら
れ
な
い
か
伺
う
。

　
　
　

大
自
然
を
活
か
し
た

　
　
　

観
光
開
発
の
中
で
、

色
々
な
方
々
の
意
見
を
尊
重

し
、
対
策
委
員
会
の
検
討
を

加
え
、
土
地
貸
付
の
方
向
で

活
用
方
法
を
考
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

幼
稚
園
・
学
校
の
遊

　
　
　

具
の
保
守
点
検
は
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
っ
て

い
る
か
伺
う
。

　
　
　

全
て
の
学
校
施
設
に

　
　
　

お
い
て
、
全
職
員
の

目
視
に
よ
る
点
検
や
、
打
音

点
検
を
入
念
に
行
い
、
耐
久

年
数
等
に
も
配
慮
し
な
が
ら

月
に
一
回
は
実
施
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　
　
　

大
切
な
子
供
た
ち
の

　
　
　

安
心
・
安
全
な
学
校

で
あ
る
た
め
に
、
プ
ー
ル
に

よ
る
事
故
や
運
動
会
等
の
安

全
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
伺
う
。

　
　
　

遊
具
施
設
や
用
具
等

　
　
　

だ
け
で
な
く
、
校
内

敷
地
全
体
を
見
回
り
、
特
に

壁
の
ひ
び
割
れ
や
、
落
下
物

の
危
険
性
な
ど
多
く
の
視
点

で
、
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
従
い
、
指
導
を
し
て
い
き

ま
す
。

活用したい水資源

町
長
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豊かな心の育成・確かな学力の向上に努めます

活力ある人材を育てるための教育の現状は

上水流　功 議員

　
　
　

不
登
校
の
現
状
等
に

　
　
　

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

一
ヶ
月
間
に
７
日
以

　
　
　

上
の
欠
席
を
不
登
校

と
し
た
場
合
、
４
月
は
４
名

が
不
登
校
で
、
昨
年
度
よ
り

も
減
少
し
て
い
ま
す
。
５
月

は
７
名
が
不
登
校
と
な
り
ま

し
た
が
、
そ
の
内
１
名
は
６

月
に
な
り
登
校
を
再
開
し
ま

し
た
。

　

不
登
校
と
な
っ
た
き
っ
か

け
は
心
因
性
の
も
の
、
怠
学

傾
向
の
も
の
と
様
々
で
す
の

で
、
対
策
も
個
の
状
態
に
応

じ
た
も
の
と
な
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
教
職
員
が
家
庭

訪
問
や
教
育
相
談
を
繰
り
返

し
た
り
、
町
教
育
相
談
員
等

が
関
わ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
に
お
い
て
も
不

登
校
児
童
生
徒
が
い
つ
で
も

登
校
を
再
開
で
き
る
雰
囲
気

づ
く
り
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

他
の
児
童
生
徒
へ
の
影
響

で
す
が
、
子
供
た
ち
は
進
学

等
の
自
分
自
身
の
目
標
達
成

の
た
め
に
努
力
し
て
お
り
、

特
に
大
き
な
影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

不
登
校
の
解
決
に
は
家
庭

の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
も
教

育
委
員
会
、
学
校
、
家
庭
が

連
携
を
取
り
、
不
登
校
が
解

消
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
　
　

学
力
の
現
状
等
に
つ

　
　
　

い
て
伺
う
。

　
　
　

県
平
均
を
学
年
相
応

　
　
　

の
学
力
と
考
え
る
と
、

本
町
の
学
力
は
決
し
て
満
足

の
い
く
も
の
で
は
な
い
と
言

え
ま
す
。

　

そ
の
解
決
の
た
め
に
は
、

学
校
で
は
更
な
る
授
業
の
改

善
が
、
家
庭
で
は
学
習
時
間

の
増
加
が
必
要
で
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
年
３

回
の
学
力
向
上
推
進
会
議
を

開
き
、
具
体
的
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
協
議
し
、
「
基
本

的
学
習
・
生
活
習
慣
の
形
成
」

「
共
通
実
践
事
項
の
設
定
と

実
践
」「
家
庭
学
習
の
充
実
」

を
目
標
と
定
め
、
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
に

は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
す
。
今
後
も
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

林
道
等
の
災
害
調
査

　
　
　

漏
れ
と
復
旧
処
理
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

調
査
漏
れ
が
あ
り
ま

　
　
　

す
。
こ
れ
等
に
つ
い

て
は
、
既
定
予
算
や
補
正
予

算
で
復
旧
い
た
し
ま
す
。

登校風景

上
水
流

上
水
流

教
育
長

上
水
流

上
水
流

教
育
長

上
水
流

上
水
流

林
道
災
害
復
旧

に
つ
い
て

町
長

林道の被災状況林道の被災状況
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議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

委

員

長　

亀
澤　
　

中

副
委
員
長　

礒
貝　

文
夫

委　
　

員　

渕
上　

幸
男

　

同
　
　

綾
織
ま
ち
子

　

同
　
　

福
島　

勝
男

　

同
　
　

上
水
流　

功

　

議
会
広
報
に
係
る
議
会
広

報
調
査
特
別
委
員
会
委
員
が

新
し
く
構
成
さ
れ
、
本
号
よ

り
、
主
に
約
２
年
間
議
会
広

報
紙
の
発
行
に
伴
う
編
集
作

業
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
町
政
へ
の
関
心
と
、
議

会
の
活
動
状
況
を
広
く
町
民

に
報
告
し
、
町
政
発
展
に
寄

与
す
る
た
め
に
、
定
例
会
終

了
後
一
ヶ
月
を
目
処
に
発
行

い
た
し
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
方
に
ご
覧
い

た
だ
き
、
ご
意
見
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

防
災
・
減
災
に
関
し
て
、
議
会
で
の
や
り

取
り
を
聞
き
な
が
ら
多
少
の
残
念
さ
を
感
じ

た
。
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
の
対
策

が
、
こ
れ
ま
で
の
災
害
を
教
訓
に
し
て
考
え

ら
れ
て
い
る
の
か
不
安
を
覚
え
た
。

　

避
難
所
及
び
避
難
経
路
の
安
全
確
保
、
特

に
夜
間
の
安
全
確
保
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
対
策
に
対
す
る
不
安
を
感
じ
る
中
、

い
ろ
ん
な
場
合
を
考
え
た
避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
、
避
難
訓
練
等
の
話
を
聞
か
な
い
こ

と
に
不
満
を
感
じ
る
。

堀　

英
司

　

長
い
梅
雨
が
終
わ
り
、
暑

い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
。

　

さ
て
、
前
号
で
お
伝
え
し

ま
し
た
と
お
り
、
議
会
広
報

の
編
集
委
員
も
新
メ
ン
バ
ー

と
な
り
、
い
か
に
読
み
や
す

く
、
ま
た
、
み
な
さ
ま
に
読

ん
で
も
ら
え
る
か
、
読
者
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
知
り
た

い
の
か
、
い
ろ
い
ろ
議
論
し

な
が
ら
奮
闘
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
議
会
広
報
を
読
め
ば
、

「
議
会
の
動
き
、
各
議
員
の

活
動
、
委
員
会
の
動
き
等
が

良
く
わ
か
る
。
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
な
紙
面
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

編集作業のようす


